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聖書における麁彩の象徴性
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  「光」 として表現 され る聖書の 「神」

　キ リス ト教の 教典で あ る 「旧約聖書」 や 「新約

聖書」 に は 、 至 るとこ ろに色彩が象徴的に描か れ

てい る。 聖書で は色彩を象徴 的に神格化す るこ と

に よっ て創造者である神の秘儀を伝える メ ッ セ ー

ジとして 用い て い るの で ある 。 か っ て 迫害をして

い た ロ
ー

マ 帝国が 、 4世紀の半ばにキ リス ト教を

国教 として 公認 した とい うこ とは 、キ リス ト教の

もつ 神秘的な色彩象徴主 義の秘儀を受入れ、ギリ

シ ャ
・ロ

ー
マ 的なモ ノ ク ロ

ー
ム世界か らオ リエ ン

ト的なキ リス ト教の ポ リクロ ーム世界に変容 しは

じめた こ とを意味 して い る 。

　 そ こ で キ リス ト教の聖典で ある新旧の 聖書を引

用 しなが ら、聖書に表現されたキ リス ト教的な宇

宙空間の もつ 意味 を考察す る こ ととした い 。

　聖書は 神の メ ッ セ ージを伝えた人間の 書で ある

が 、 そ こで は 旧約の神、そ して 新約の 神 としての

キ リス トは 「光」 として 表現されるの で ある 。

　 「神は光あれ と言われ た。 す る と光があ っ た」

（創世記 1 − 3）

　 「こ こ に ひ とりの入が あ っ て 、神か らつ かわ さ

れて い た 。 そ の 名を ヨ ハ ネと言 っ た 。 こ の 人は証

の た め に きた 。 光に っ い て 証を し、彼に よ っ て全

て の人が信ずるた めで あ る。 （中略）全て の人を

照 らす まこ との 光が あ っ て世に 来た 1 （ヨ ハ ネに

よる福音書 互 ； 6 − 9 ）

　キ リス ト教では神 は光である。 キ リス ト教美術

で は神は黄金 か光で表徴 されて い る。
ビザ ン チ ン

美術にみる黄金 色の背景や 光輪などは光の 具体的

な表現で あり、 また ス テ ン ドグラス の 色ガ ラ ス は

神の 象徴 として の外界の光を投影 して こそ、そ の

光彩を放つ ので ある 。 薄暗い 教会堂 に差 し込む
一

条の 光は 、 神そ の もの の 表現 にほ か な らず、そ し

て 神は光で あるが故に、光の 色彩的な表現で ある

金色か 白で もっ て表現 され るの で あ る 。

「す ると主の 使い が 天か らくだ っ て そ こ に きて、

石をわきに 転が し、 そ の 姿は稲妻の ように輝き 、

そ の 衣は雪の ように真 っ 白で あ っ た 1 （マ タイ に

よる福音書 28 ： 2 − 4）

「その 頭と髪 とは 、 雪の よ うに 白い 羊毛 に似て真

っ 白で あ り、目は もえ る炎の よ うで あ っ た 」 （ヨ

ハ ネ黙示録 20 ： ll − 12 ）

　神の 御座は 自で あ り、 雪の よ うに 白い羊毛に似

て 真 っ 白で あ りと聖書が伝え る神の 姿は 、 す べ て

の 色に染ま らない 白い 光の 色と して描かれて い る

の で ある 。

  色彩空 間として の 「神の国」

　旧約聖書で は シ ナイ山で神は予 言者モ ーゼ にイ

ス ラ エ ル の 人 々 が守るべ き 「十戒」 とそ の 捧げる

べ き供え 物に つ い て 事細か に記述 して い る 。

　 「あなたが たが彼 らか ら受け取るべ き捧げ物は

こ れで ある 。 即ち金、銀、青銅、青糸、紫糸、緋

糸 、 亜麻の撚 り糸 、 山羊の 毛糸 、 あかね染の 雄羊

の 皮 、 じゅ ごんの 皮 、 ア カ シ ア 材、 ともし油、注

ぎ油と香ば しい 熏香の た め の 香料、縞あの う、エ

ポデ と胸当に はめ る宝石 。 また彼 らに私の ため に

聖所を造 らせ なさい
。　 （中略）あ なた は また 10

枚 の 幕を も っ て幕屋 を造 らなけれ ばな らない 。 即

ち亜麻の 撚 り糸、青糸、紫糸、緋糸で 幕を作 り、

巧 みな技をもっ て 、そ れに ケ ル ビム を織 りださね

ばな らない 」　（出エ ジプ ト記 25 ： 3　　 26 ：

1）　（注 ： ケ ル ビム は天使の こ と）

　 こ こ で 旧約聖書 の 神 は、 イス ラエ ル人 に対 し亜

麻の撚 り糸、 青糸 、 緋糸 、 紫糸、 あか ね染の 皮な

どを捧げ物 として 出す こ とを望む とと もに 、同様

な糸を用いて 、 神を祀る幕屋を造 る こ とを命 じて

い る。 同様に イス ラエ ル の 神 は同 じ色の 糸を用 い

て神の 衣服 を作る こ とを命ず るの で ある 。

　 「彼 らの 作 るべ き衣 服は次の とお りで ある 。 即

ち胸当て 、エ ポテ 、衣、市松模様、帽子、帯で あ
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る。 彼らは金糸 、 青糸、紫糸、緋糸、亜麻の 撚 り

糸を受 け取 られねばな らない 。 そ して 彼 らは、金

糸 、 青糸 、 緋糸 、 紫糸、亜麻の 撚 り糸を用い 、 巧

みな技をもっ て エ ポテを作 らねばな らない 。 　（出

エ ジプ ト記 28 ： 5 ・− 6）

　 旧約聖書の 神は 、この よ うに青、緋、紫、亜麻

色 、 金な どを特別な色 と して 聖別 して い る 。 西洋

文明の
一

翼 を担 うキ リス ト教の 美術は 、 実は この

ような色彩の 象徴主義が基本 とな っ てい る 。 私達

は ビザ ンチ ンか らバ ロ ッ ク、 ロ コ コ に 至まで の 西

洋美術に は様 々 な表現で これ らの 色彩が用 い られ

て い る事例 を数多 く見 るこ とが出来 る 。 こ れ らの

色彩が ゴ シ ッ ク以後の ステ ン ドグラス に用い られ

た の を始め として、科学的な精神 を身に つ けたル

ネ ッ サ ン ス の 画家た ちで す ら、聖母 マ リア やキ リ

ス トの 衣服に必ず赤と青の色を使 っ たの も、こ の

よ うなキ リス ト教の象 徴主義 の現れで あ る 。

　そ の上 。、旧約の 神は、幕屋 や衣服 の 中に 色彩豊

かな宝石の 数 々 を嵌め込んで 、究極 の 色彩の 宇宙

空間を形成す るこ とを命ず るので ある 。

　 「また その 中に宝石 を 4列 に嵌め込 まな ければ

な らない 。 即ち、紅玉髄、貴橄欖石、水晶の 列を

第 9列 と し、 第 2列は ざくろ石、瑠璃、赤縞 めの

う、第 3列は黄水晶 、 めの う、紫水晶、第 4列 は

黄碧石 、 縞めの う、 碧玉で あ っ て 、 こ れを金の 編

み細工 の 中に 嵌め 込 まな ければな らな い 亅 （出エ

ジプ ト記 28 ： 1 了
一 20 ）

　 こ の 旧約聖書に は 幾度 とな く神に 供え 物 とす べ

き衣服 や宝石 の 色が記述 されて い るが 、 そ の宝石

の 多 くは紅玉髄、貴橄欖石、紫水晶、黄碧玉、瑠

璃 、 めの う、 黄水晶な どであ り、い ずれ も赤、 瑠

璃、黄、青、緑、橙 、紫な どで 表徴される色で あ

る 。 こ れ らの 宝石 は、先 史時代か らメ ソポ タ ミア

やエ ジプ トな どで入手で きた もの であ り、単な る

装飾具で は な く、 不思議な魔力を持 つ 護符や治療

薬 と して各地 で珍重 された もの で あ る 。 い わば宝

石は 死後の世界へ の 魂 の 支えで あ り、 来世へ の身

分保証の 重要な宝物で あ っ た 。

　 こ の こ とは新約聖書に おける神の 国の 姿を描い

た新約聖書の 「ヨ ハ ネ黙示録ユ に おい て 、 再 び再

現され、神の 国が こ の ような宝石 の色に輝 く色彩

の 宇宙で ある こ とを表現す るので ある。

「そ の 座 に居ます方は 、 碧玉 や赤めの うの ように

見え 、 また御座の まわ りには 、 緑玉 の ように 見え

る虹が現れて いた1 （ヨ ハ ネ黙示録 4 − 3 ）との

記述が ある 。 また こ の終章に神の 国 、 聖都エ ル サ

レム が色 とりどりに輝いて い る と述 べ て おり、キ

リス ト教の 天国が 12 の宝石 の 色 で 彩 られて い る

と述 べ て い る 。

　 「そ の 都の 輝きは、高価 な宝 石 の よ うであ り、

透明な 碧玉 の よ うで あ っ た 。 　（中略）都の城壁の

土台は 、 様々 な宝石で飾 られて い た 。 第 1の 土台

は碧玉 、 第 2は サ フ ァ イア 、第 3 はめの う、第 4

は緑玉、第 5は縞 めの う、第 6は赤めの う、第 7
は橄欖石 、 第 8 は緑柱石、第 9 は黄玉石、第 1  は

翡翠 、 第 11は青玉 、 第 12は 紫水晶で あ っ た 。 12

の 門は 12 の 真珠で あ り、門はそれぞれ 1っ の 真

珠で 作 られ 、 都の大通 りは透 き通 っ た ガラス の よ

うな純金で あ っ た 1

　以上の ように聖書の描 く神の 国は、様 々 な色彩

に よ っ て 象微される世界で あ る。 こ の こ とは 新約

聖書で キ リス トが十字架上 で流 した赤い diLの 色に

よ っ て 、
一

層象徴 的な ニ
ュ ア ン ス を帯 びてい く。

赤は キリ ス トの犠牲の シ ンボ ルで あ り、現在で も

キ リ ス ト教徒は 聖餐式に ブ ドー
酒を飲み 、キ リス

トの 肉体の象徴で あ る白い パ ンを食 べ る 。 こ れら

の 色彩象徴 は単に キ リス ト教徒 の みな らず 、 西洋

の 日常生活 に も深 く関わ りを もち、美術、衣服、

祭礼 、 習慣 、 風俗な どに しば しば表現されて い る

ので ある 。 具体的に は 口頭発表で述 べ るが 、 そ の

要点だ けを以下 に記述す るこ ととす る。

  聖書に表現さ れた 色相の 象徴性

自　
一一

神そ の もの を象徴 し、 霊魂の 無垢、生命の

　　　崇高 、 純潔の シ ン ボルで あ る 。

金

赤

主権者、即ち神を表現す るとと もに 、 太陽

不変 ． 威厳、尊厳を表す 。

赤は互 い に矛 盾す る意 味を持 っ て い る 。 赤

は神の愛 、 キ リス トの血 の犠牲を象徴 し、

聖職者や殉教者、聖 徒はい ずれ も赤の 衣服

を着用 してい る 。

一
方、赤は世俗の 悪 を象

徴 し、 緋文字や 淫婦の色 となるの で あ る。

青
一一一

神の 国を象徴す る。 青は無窮 、 真実、婦人

　　　の貞節を表 して い る 。

紫
一

紫は至上 の 色 で あ り、 神の色 と して 聖別さ

　　　れて い る 。 世 俗的な意味で も王室、法王の

　　　色で ある 。

緑 一 モ ーゼが受託 した石 盤は エ メ ラ ル ド ・グ リ

　　　
…

ン で あ り、緑 は希 望、誕生 を象徴す る。

黒 一一閣を象徴す る色 で あ り、同時に清教徒、司

　　　祭の 清貧の 色で もあ る 。

一
『一
　　

一』『
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